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本日のテーマ

１，貨物運送事業者がおかれている現状

２，実務担当者がやらなければならないこと

３，労務管理に必要な知識

４，人間関係に必要な知識



１，貨物運送事業者がおかれている現状



２０２６年４月１日以降改正「トラック新法」





2， 実務担当者（責任者）がやらなければならないこと

１， 事業目標の達成 ： 適正運行管理による営業利益確保

組織や担当職務に与えられた事業目標を達成することは、実見担当者（管理者）として非常に
重要な役割です。役割を果たして事業目標を達成することが、経営目標の達成に直結します。

２， 業務管理 ： 貨物運送事業法や改善基準告示を遵守した運行管理

事業目標を達成するために、法令を遵守した日々の業務を適切に管理することです。
日ごと・週ごと・月ごとの進捗状況を把握し、課題や問題が見つかったときは、適切に対処する
必要があります。

３， 労務管理 ： ドライバーを「労働者」として適切に管理すること

ドライバーは会社と雇用契約を結ぶ「労働者」です。労働基準法などの労働諸法令や「就業規則」
に沿った労務管理を適切に行う必要があります。
労務管理は「職場環境」「まじめに働く労働者」をまもる会社の「盾」になります。

４， 人材育成 ： 会社が求めるドライバー像を実現できる人材を育成すること

実務担当者（管理者）の最も重要な役割です。会社が将来にわたって安定的に事業を営んでい
くには、一人ひとりの業務知識やスキルを向上させ、有能かつ魅力的な人材に育成する必要が
あります。



※参考 ： 2024年10月「行政処分強化」



３， 労務管理の知識
（１） 労働契約（雇用契約）とは

労働者が使用者に使用されて労務を提供し、使用者が労働者に賃金を

支払うことを不可欠とする「契約」です。
契約なのでそれぞれに「権利」と「義務」が発生します。



（２） 労働契約締結から発生する権利と義務

（２）使用者の権利と義務

①業務命令権 労働者の労働力を利用・処分する権限

②人事権 労働者の配置、異動、昇進、人事考課など労働者の地位や
処遇に関する決定権限

③職場秩序定立権 組織としての規律・秩序を設定し、それを維持する権限

④安全配慮義務 労働者が使用者の指揮命令下で労務提供する過程において、
労働者の生命および身体を危険から守るよう配慮すべき義
務

⑤職場環境配慮義務 労働者が職場で快適に働けるよう、職場環境を整備・保持
しなければならない義務（例：ハラスメント防止）

（１）使用者・労働者両方に課される権利行使の原則

①信義誠実の原則 相手方の信頼を損なうような行動をしてはならない

②権利濫用の禁止 権利の行使にあたってそれを濫用してはならない



（３）労働者の義務

①労務提供義務
（誠実労働義務）

労働契約に基づいて、使用者の指揮命令下で使用者のために
誠実に労務を提供する義務

②職務専念義務
（企業秩序維持義務）

就業時間中、使用者の指揮命令に従ってその職務に専念する
義務

③秘密保持義務 業務上知りえた使用者の営業秘密や企業秘密などをその承諾
なしに使用・開示しない義務

④競業避止義務 使用者の事業と競合する事業を行わない義務

⑤健康診断受診義務 特別な事情がなければ、会社が求める健康診断を受信する義
務

※以上の権利・義務は、就業規則や雇用契約書に記載がなくとも、労働
契約（雇用契約）の締結によって付随して発生する権利義務です。
特に義務違反は、使用者に損害を与えた場合、債務不履行や不法行為
に基づく損害賠償責任を負うことになります。



（３） 「労働問題」への対処法について

実務担当者（管理者）として、労働問題への対処は役割として避けることができない
のが現状です。

労働問題は発生するものと考え、常に意識していただきたいポイントは次の３つです。

① 問題から逃げないこと（見て見ぬふりはしないこと）。
② 問題が発生したら即時に適切な対応をすること（時間的な猶予はつくらない）。
③ 記録を残すこと（書面にすること）。

「即時に適切な対応」をするために、必要な知識は次の２つです。

① 「労働契約」の基本を理解し、労働契約に沿った話しができるようにしておくこと。
② 「就業規則」をしっかりと理解し、就業規則に沿って話しをすること。

※労働問題は「初期対応」の良し悪しで、その後が決まるといっても過言ではあり
ません。
「労働条件通知書による労働条件の通知と合意」「就業規則の周知」がなされている
ことが労働問題から会社を守る「鍵」になります。



４，コミュニケーションの知識
（１） コミュニケーションの阻害要因 「思い込み」と「誤解」

職場の環境の良し悪しは、職場のコミュニケーションの良し悪しと深く関連しています。
上手くコミュニケーションがとれない理由として「相手の印象」がありますが、なぜその印象を持って
しまったのでしょうか？ その「きっかけ」をよく考えてみてください。

（２） コミュニケーションについて





※働いているのは「人」ですので、感情面のコントロールが大切になります。
労働契約に沿った労務管理を押し付けするのではなく、先ず相手の置
かれた状況や考え方を観察の上、傾聴し、融合点を見出してそこから
相手の理解を得て、行動をかえてもらうアプローチが有効です。



ありがとうございました
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